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本研究では、明治末の公園開発について、地方都市である岐阜で行われた2つの公園改修と事業費の多

くを出資した美濃電気軌道株式会社の動きに着目した。岐阜市の岐阜公園と美濃町の小倉公園の改修設計

は、共に造園の権威である長岡安平によって行われ、美濃電気軌道株式会社沿線の名勝として紹介される。

岐阜公園の改修では、名産陳列即売所などの商業施設の整備も求められるが、第一に健康の側面を公園の

目的として改修がされる。小倉公園は、動物園や運動場、喫茶店などの施設が整備され、美濃電気軌道株

式会社による電気軌道敷設と併せて、「面目頓に一新せり」と表現される。美濃電気軌道株式会社による

主な集客の基盤は、自前で整えた新設の遊園地ではなく、市や町が管理する公園であったことを示した。 
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1. はじめに 

 

日本における公園誕生の歴史は、1873（明治6）年の

太政官布達であると認識されている。この太政官布達は、

国有地に公園を設けるという概念のもとに設けられた制

度であった。その後、1887（明治20）年に公布された市

政町村制により、市町村が独自に公園を設けることが増

加する1)。丸山2)は、各自治体が明治・大正期に公園を新

設・拡張するための手段として、土地収用法を多く用い

ていたことを示し、同時に公園敷地は共進会や博覧会の

会場として利用される施設であるとしている。また1919

（大正8）年の旧都市計画法制定後、公園敷地の確保は

都市計画法の枠組みにおいて土地収用を用いることが多

くなり、土地収用法認可の例が増加しているとされる。

佐藤3)は、公園の建設費及び維持管理費を確保すること

は管理団体の課題であったとされている。1908（明治

41）年に発行された三宅磐の『都市の研究』4)によると、

公園経営に多くの資金を支出していた都市は東京市のみ

とされており、その他の都市における公園経営費の比重

は小さいことを指摘している。 

そのような中、明治末期の岐阜では、造園の権威であ

る長岡安平の設計のもとで岐阜市の岐阜公園と、美濃町

の小倉公園の改修が行われる。この公園改修の費用は、

どちらも美濃電気軌道株式会社（以下美濃電鉄とする）

の寄付金を主な財源としていた。またこれらの施設は美

濃電気軌道株式会社のパンフレットで沿線の名勝として

紹介され、集客の基盤として利用される。 

明治・大正期における私設鉄道会社による施設開発に

ついて片木ら5)は、箕面有馬電気軌道株式会社が宝塚に

動物園・温泉・歌劇団といった娯楽施設を開発し、旅客

運輸を促したことで、郊外住宅地化を促したと指摘する。

このように、私設鉄道会社が不動産業を兼業し、娯楽施

設や住宅地開発といった事業を自前で整えることは、成

功事例の経営戦略として捉えられている。一方で中村6)

は、当時の不動産業は非常に不安定であり、私設鉄道会

社が不動産事業との兼業で利益を得るためには、豊富な

資金力が必要であることを指摘した。これらは、資金力

の少ない地方都市において、私設鉄道会社が成功するた

めの条件や、集客基盤として必要であった施設が大都市

の例には従わない可能性を示している。そのような中で、

明治以降公共の場として新しく誕生した「公園」は、地

方都市において遊客の集客・消費の要の施設として機能

していたのではないだろうか。 

本研究では、研究成果の蓄積が少ない地方都市の公園

開発について、岐阜公園と小倉公園、そして公園改修の

財源を多く担った美濃電鉄の動きに着目する。そして、

その整備に応じた狙いと都市施設としての役割、すなわ

ち地方都市である岐阜において社会基盤施設を用いた集

客とはどのようなものであったのかをまず明らかにする

ことを目的とする。 
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図 1 岐阜駅と岐阜公園の位置関係 

本研究で用いる史料は、本来ならば岐阜市会及び美濃

町会の速記録、各公園の設計図面などを用いるべきだが、

現存していないとされる。そのため、美濃電鉄の営業報

告書や観光パンフレット、公園の案内図、新聞記事など

を主な史料として論じる。 

2. 明治末期の岐阜で行われた公園整備

（1）岐阜公園の改修 

岐阜公園は、1882（明治15）年に岐阜県の管理のもと

で開園される。その後、1893（明治26）年に岐阜公園の

管理は岐阜県から岐阜市へと移管される。開園以来岐阜

市の名所として案内され、名和昆虫研究所や料亭の萬松

館といった施設が配置されていた岐阜公園であるが、

1907（明治40）年頃の岐阜公園を訪れる人々が少なかっ

た7)。そのような中、岐阜市保勝会が1910（明治43）年

に岐阜模擬城を建設し、これに続く集客施設として岐阜

公園の改修を計画する。これは、1911（明治44）年に開

通した美濃電鉄の事業路線を利用した計画であり、市内

線延長の過程で岐阜市と美濃電鉄の間で対立が生じ、結

果として美濃電鉄が岐阜市へ1万5千円の公園整備費を寄

付したことは、拙稿8)で既に示した。 

この寄付金に市の予算5千円を加え、計2万円の公園整

備費を手にした岐阜市は、造園の権威である長岡安平に

公園改修の調査依頼を行う9)。1912（大正2）1月8日の新

聞記事「岐阜公園の設計 世界の名園とせよ」には、長

岡安平の設計方針が決定し、設計書が岐阜市参事会へ披

露されたと記載されている。記事では、当時の日本にお

ける公園の状況をに加えて「岐阜公園完成の價値」が、

長岡技師による設計方針の第1章として説明されている。

内容を要約すると、大正初期の日本には、既に多くの名

勝地があり地方各都市でも相次いで公園設営が行われて

いる。しかし、風景の良い名勝は交通の便が悪く、交通

の便が良いところは天然の景趣が乏しいか過度に人口の

整備が行われているものが多いと説明されている。その

ような中で岐阜公園は、交通の便が「東海道線岐阜驛よ

り僅かに一里餘の近距離」であり、「千古の歴史」を語

ることができる名所旧蹟が存在し、「名聲海外にも響け

る長良川の鵜飼」を有していることから、遊園地として

絶好の場所であるとされている（図1）10）。そのため、

この「大遊園地たるの素質を有する」岐阜公園に多少人

工の手を加えることで、市民の娯楽施設のみならず、多

くの遊覧客を吸収し岐阜市の発展を助長し、海外へ誇る

こともできる公園だと評価されている。すなわち、岐阜

市有志者らの発展策である一大遊園地の開発計画は、長

岡安平の評価においても現実味を帯びており、岐阜市有

志者らの計画を後押しする形になったと考えられる。 

岐阜公園設計について、設計図や岐阜市会の速記録な

どが残っていないことから、長岡安平が具体的にどのよ

うな設計を行ったのかを把握することはできない。その

ため、新聞記事より、報道されている改修工事の内容を

把握する。新聞記事によると、桜や楓の苗木を2200本手

配していること11)や、公園整備費2万円を基礎として公

園内の幹線道路の開鑿に着手すること12)などが読み取れ

る。そして、1913（大正3）年10月17日の新聞記事に岐

阜公園が新しく開園した様子が伝えられる13)。そこでは、

岐阜公園の在り方について、以下のような記述がされて

いる。 

…ケーブルカーを金華山頂までかけるといふ話もあっ

たが、それも悪くない、しかし、餘り便利になり過ぎ

て、一歩も足を勞し無いやうになつては、興味が無い、

又、運動にもならないから、公園としての目的に背く

やうになる、のみならず、年中他府縣の客が續々遊覧

に來るとか、又は、山上山腹に別荘だの住宅だの沢山

に建てられてある香港のやうな處とかいふならば兎も

角、如何にして古跡に富んで居ても、又眺望が佳くて

も、金華山では、ケーブルカーの經營が引合ひさうに

思はれぬ、故にそんな贅澤は言は無い、出來得る限

り道路を改修して、登山者を奨励すれば足る。…公

園の利用に付いて、直接利益を受くるのものは市内の

電氣鐵道であるから、美濃電鐵の當局者は、營利的見

地よりして、公園の設備につき、相當の奮發を爲すべ

きものと信ずる。      （下線部は筆者加筆注

1）） 

岐阜公園を改良するにあたり、ケーブルカーなどの設備
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3 
図 2 案内図記載の小倉公園 

を整えすぎてしまうと、運動にはならず公園本来の目的

を達することができない。登山者のための道路改修など

を行えば充分であるとされている。その他にも、児童の

ための動物園や、岐阜名産陳列即売所といった施設も同

記事によると求められている。また、岐阜公園を改修し

て直接利益を受けるのは観光客の移動手段となる美濃電

鉄であると認識されている。 

 すなわち、改修後の岐阜公園は、岐阜市有志者らによ

って娯楽施設としての開発が計画され、子供も楽しむこ

とができる施設や、新たな商業施設の開発も求められる

が、第一に健康などの側面を公園の目的とし、奨励して

いたと言える。 

（2）小倉公園の改修 

小倉公園の位置している美濃町（明治44年に上有知町

より改称）は、1911（明治44）年の美濃電鉄開通により

岐阜市と繋がったまちである。小倉公園は1894（明治

27）年に開園し、1900（明治33）年に町有地として払い

下げを受けた。その後、長岡安平の設計で改修が行われ、

1912（明治45）年に改修工事が完了している14)。岐阜市

と美濃町を繋ぐ電気軌道が開通したことにより、小倉公

園に「來遊者殊に増加したる」状態であった15)。 

長岡安平の功績をまとめた史料16）によると、小倉公

園の設計について、1911（明治44）年6月「代議士才賀

藤吉氏ノ依矚ニ依リ岐阜縣美濃町小倉公園設計」とされ

ている。才賀藤吉とは、美濃電鉄の初代社長を務めた人

物であり、全国の電気軌道及び軽便鉄道の技術指導を行

った人物である17)。 

小倉公園の竣工と同年、小倉公園の案内図が発行され

る。そこでは、小倉公園が改修に至ったまでの経緯や施

設案内、美濃電鉄の路線案内が掲載されている（図2）
18)。案内図には、小倉公園の改修工事が美濃電鉄の協賛

を受けて行われたこと、公園敷地に貴賓館や音楽堂、運

動場、長良川の鵜飼い観覧が可能な山上広場の施設が確

認できる。中でも、喫茶店などの商業施設が7店舗配置

してあることが特徴であると考えられる。また、簡単な

動物園のような施設もこの小倉公園には存在していた19)。

この小倉公園改修の費用は合計3万円であり、その内2万

5千円を美濃電鉄の寄付金で賄っている20)。 

明治末期の美濃町において行われた2つの社会基盤整

備事業である電気軌道の開通と小倉公園は、ともに美濃

電鉄注2)の主導、援助のもと行われた。そしてそれは、

1914（大正3）年に美濃町役場が発行及び編集を行った

『美濃町案内』21)の緒言によると、電鉄の開通と小倉公

園の改修がされたことによって、美濃町の「面目頓に一

新せり」と表現される程、町に大きな影響を与えたと評

価できる。 

3. 美濃電鉄の経営と各公園の位置づけ

 1909（明治42）年に設立された美濃電鉄は、1911（明

治44）年の美濃町と岐阜市を結ぶ美濃町線と岐阜市内線

の一部を開通して営業を開始する22)。1912（大正）年の

美濃電鉄の営業報告書によると、美濃電鉄による娯楽施

設の開発援助は、岐阜公園と小倉公園に加えて、岐阜市

の新市街地であり、市外線と市内線の分岐点に位置する

柳ヶ瀬地区の遊園地にも開発の援助をしていることが記

載されている23)。この遊園地は、電気館や動物園、20件

ほどの売店などを内容とした娯楽施設として計画されて

いた24)。その後美濃電鉄は、「遊客誘客」を目的として

国鉄との連絡割引券の発行を締結させる25)。美濃町有志

者らは、この連絡割引券の発行の計画を知ると、小倉公

園へさらに多くの人々を呼び込むための拡張整備を協議

する26)。そして連絡割引券発行が締結された後の1913

（大正2）年6月1日の新聞27)には、紙面1頁を用いて小倉

公園の宣伝記事が掲載されている。そこでは、美濃電鉄

を利用して小倉公園へ赴き、公園内の見所や施設の案内、

小倉公園の沿革が紹介される。以上のように、美濃町有

志者らは、美濃電鉄の動きに反応して小倉公園の開発協

議や宣伝を積極的に行っている。 

しかし、美濃電鉄が開通した1911

（明治44）年に会社より発行された

『美濃電気軌道沿線名勝案内』28) には、

岐阜市については20の施設が紹介され

ていたことに対して、美濃町は6の施設

の紹介で留まっている。それでも美濃

電鉄と小倉公園の結びつきが強い理由

として、当時の美濃電鉄役員に、美濃

町有志者らが多く就任していたことが

考えられる。 

自らの経営する沿線に遊園地や公園

といった集客施設を配置することは、
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当時における私設鉄道会社の一般的な経営スタイルと評

価できるが、これらの集客施設の経営主体は美濃電鉄で

はなかったことが特徴だといえる。また、沿線地域に売

電事業も行っていた美濃電鉄だが、不動産事業は行って

おらず、郊外住宅地の開発事業等は確認されていない29)。 

 以上のようにして、岐阜公園及び小倉公園は、新たな

社会基盤施設である電気軌道の開業と歩みを合わせ、美

濃電鉄の開発援助を受けて、都市内外の人々を集める集

客の基盤として改修され、その利益を享受する（図3）。 

4. 結論 

明治末に岐阜市（岐阜公園）と美濃町（小倉公園）で

行われた公園整備は、ともに美濃電鉄の出資を主な財源

として行われた事業であった。美濃電鉄は、大阪や東京

のように大規模な集客施設を新設するのではなく、既存

の公園を造園の権威に依頼する方針で、沿線の名勝を整

えて集客効果を向上させた。 

 岐阜市及び美濃町の有志者らは、公園整備を行うこと

で最も利益を得るのは美濃電鉄であることを理解しなが

らも、新たな社会基盤施設である電気軌道と共に公園を

集客効果の高い施設へと開発することの利益を享受する。 

 以上、近代の地方都市において、電気軌道沿線の主な

集客施設に公園が位置づけられていることを示した。 
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